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強直性脊椎炎患者の手術を要する椎体骨折の危険因子 

甲斐 一広 

 

強直性脊椎炎(Ankylosing spondylitis: AS)は若年で発症する長期経過の慢性炎症性疾患であり、

脊椎関節炎(SpA)と呼ばれる疾患群の一つです。病状が進行すると、仙腸関節や脊椎が強直す

るため、軽微な外傷でも椎体骨折を生じます。近年、生物学的製剤である TNF 阻害剤の導入

により、早期治療介入は脊椎の X 線進行を遅延させることが期待されています。しかし、未だ

椎体骨折を生じる患者の危険因子についてはよくわかっていません。 

本研究の目的は椎体骨折手術を受けた AS 患者の危険因子を明らかにすることです。 

1984 年 New York 基準で診断され、治療を受けた AS 患者を対象としました。 

手術群の術前のデータと非手術群の最終観察時のデータを比較すると手術群の CRP が有意に

高値でした(手術群:1.8±1.5 vs.非手術群:0.2±0.2 P<0.01)。 

手術群の術前のデータは骨折の影響もある可能性もあり、最終関節時のデータでも比較しまし

たが、CRP は有意に高値でした(手術群:0.6±0.4 vs.非手術群:0.2±0.2 P=0.01)。 

多変量解析の結果、CRP は AS 患者の手術を要する椎体骨折の危険因子であることが示唆され

ました。 

本研究の結果から、AS 患者の全身性炎症の制御が手術を要する椎体骨折を抑制する可能性が

あります。 
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